
 代表取締役副社長の山田でございます。 
 
 それでは、第3四半期の決算についてご説明いたします。 
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 まずは、第3四半期実績でございます。 
 
 4ページをご覧ください。 
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 受注高については、4月から12月の第三四半期累計期間において対前年同期比で1,804億
円と大幅増を達成しました。 

 10月から12月の直近3か月においても対前年同期比421億円増となっており、好調な数字と
なっております。 

 

 また、売上高については、306億円の増収となり、 10月から12月の直近3ヶ月においても、
224億円と受注同様に高い実績を収めております。 

 

 一方、利益については、営業利益231億円、セグメント利益156億円、四半期純利益119億円
の減益となりました。これは、上半期に発生した不採算案件の影響でございます。 

 

 ただし、直近3か月においては、対前年同期比ですべての段階利益で増益を達成しており、
減益幅を縮小することができました。 

 

 それでは、次のページ以降でセグメント別の業績と、不採算案件の現状について詳しくご説
明いたします。 

 

 5ページをご覧ください。 
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 まずは受注高です。 

 

 受注高については、第3四半期累計で全てのセグメントが前年同期比増を達成しました。 

 

 パブリック＆フィナンシャル（P&F）及びエンタープライズITサービス（E-IT）につきましては、単
体における既存大規模システムの更改受注や保守運用に関わる受注を確実に獲得したこと
等により、P&Fで574億円増、E-ITで328億円増となっております。 

 

 ソリューション＆テクノロジー（S&T）では、国内の既存子会社の受注増等により24億円増と
なっております。 

 

 グローバルビジネス（GB）については、為替影響で500億円超の増加となっておりますが、北
米におけるアプリケーションマネージメントアウトソーシングの大型受注獲得や、欧州での受注
増等により、現地通貨ベースでも増加となった結果、882億円増となりました。 

  

 続いて6ページをご覧ください。 
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 続いて売上高です。GB、S&Tが前年同期比増収となった一方、P&F、E-ITが減収となりまし
たが、全社では306億円の増収となりました。 

 

 P&Fにつきましては、いくつかの新規案件も出ておりますが、単体における既存の統合ＩＴソ
リューションサービスの規模縮小等が大きいことにより87億円減収となりました。ただし、10月
から12月の直近3か月では、若干ではありますが増収となっております。 

 

 E-ITについては、製造業向けビジネス等は伸びを示しているものの、テレコム業界向けの既
存ビジネスが厳しいこと等により147億円の減収となっております。ただし、こちらも直近3か月
では前年同期並みの売上を確保いたしました。 

 

 S&Tでは、ビッグデータ需要の拡大等を背景に70億円の増収となりました。 

 

 GBについては、為替影響による450億円程度の増収に加え、北米におけるアプリケーション
マネージメントアウトソーシングや欧州でのＳＡＰビジネス等の拡大により、現地通貨ベースで
も増収となった結果、521億円の増収となりました。 

 

 続いて7ページをご覧ください。 
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 営業利益については、P&F、E-ITが直近3ヶ月で増益に転じましたが、第3四半期累計では、
全セグメントにおいて減益となりました。 

 

 P&Fでは、単体における統合ITソリューションの規模縮小影響を新規案件でカバーしたもの
の、不採算案件の影響により88億円の減益となりました。 

 

 E-ITでは、単体における売上減に加え、不採算案件の影響により136億円の減益となりまし
た。 

 

 S&Tについては若干マイナスではありますが、ほぼ前年同期並みとご理解頂ければと思い
ます。 

 

 GBについては、為替影響によってのれん償却前の利益が若干ではありますが増益となり、
61億円を計上しておりますが、一方、のれん償却費についても為替影響でそれ以上に増加し
ており、結果としては16億円の減益となりました。 

 

 続いて8ページをご覧ください。 
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 こちらは、営業利益の単体、グループ会社別の状況になります。 

 

 上半期に計上した不採算案件の損失は、大部分が当社単体のため、依然として単体は大
幅減益となっておりますが、10月～12月の直近3か月は販売管理費の削減を強力に推し進め
たこと等により、26億円の増益となりました。 

 

 また、グループ会社についても、直近3か月で国内子会社を中心に増益となった結果、第3四
半期累計では15億円の増益に転じております。 

 

 続いて9ページをご覧ください。 
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 続きまして、セグメント利益、いわゆる税金等調整前純利益になります。 

 

 セグメント利益については主に営業利益の増減による影響ですが、S&Tだけ補足いたします
。 

 

 S&Tは、営業利益では若干の減益でしたが、昨年度計上したオフィスビル収容見直しに伴う
営業外費用等の減少により、セグメント利益では11億円の増益となりました。 

 

 続いて10ページをご覧ください。 
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 さて、今年度は上半期に多額の不採算案件を発生させてしまいましたので、第3四半期末時
点でのそれらの状況について、ご説明させていただきます。 

 

 まず、第2四半期決算の際にご報告いたしました6件の不採算案件につきましては、一部完
成済みの案件もありますが、引き続き品質強化などの対策を講じながら、プロジェクトを推進し
ております。会計的に申し上げれば、通期業績予想で想定したリスクが、ほぼその予想の範
囲内で、順次費用として確定している、という状況です。 

 

 また、今後の不採算抑止に向けた対策については、経営層による定期的なモニタリングなど
、従来から実行している施策に加え、昨年10月より発足したプロジェクト審査委員会も、既に
いくつかの案件で審査を実施し、リスクコントロールを行っております。 

 

 なお、第3四半期累計での不採算案件の損失額は約290億円となっており、通期業績予想に
織り込んだ額とほぼ同額となっておりますが、主な6案件に関して言えば、今期に発生可能性
がある損失を第3四半期までにほぼ計上した、とご理解頂ければと思います。 

 

 今後も引き続き、不採算案件抑止に向け、取組みを推進してまいります。 

 

 続いて11ページをご覧ください。 
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 続きまして、通期の業績見通しについてご説明いたします。 

 

 予想値については、第2四半期決算の際に発表した金額から、変更はございませんが、直近
の状況も踏まえた達成確度について、少し補足説明させていただきます。 

 

 受注高については、通期予想の1兆3,000億円の達成確度はかなり高まっております。第4四
半期の3か月間についても、前年並みの水準に持っていける可能性が出てまいりました。 

 

 一方、売上高、利益については、第4四半期に減収、減益要素も一部見えておりますため、
通期予想の達成は簡単とは言えませんが、第3四半期までは、ほぼ予定線で進捗していると
ご理解いただければと思います。 

 

 引き続き、通期予想達成に向けて取り組んでまいりたいと思います。 
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 さて、続きまして、最近の当社を取り巻く事業環境と、当社自身の主な取組みについてご紹
介させていただきます。 

 

 13ページをご覧ください。 
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 まず、P&Fにおける事業環境でございます。 

 

 公共分野においては、皆様かねてよりご存知のとおり、社会保障・税番号、いわゆるマイナ
ンバー制度について、2013年5月に番号法が制定され、2016年1月の利用開始に向けて、政
府・自治体・金融機関・民間企業で導入に向けた動きが進められていくと見られております。 

当社も、もちろん積極的にマイナンバー関連ビジネスに取り組んでいる所ではございますが、
中央府省関連ビジネスの全体の環境という意味では、一方で入札等におけるコスト削減要求
が厳しい、という状況もあるため、まだ大きな伸びには至らないだろうと見ております。 

 

 一方、金融分野においては、大手銀行や証券会社等での需要が堅調に推移すると見ており
ます。 

例えば大手銀行では、銀行のお客様である事業会社の海外進出に伴って、海外でのＩＴ投資
を進めよう、という動きも出ております。 

ただし、直近3か月での変化は、それほど大きいものではないとご理解ください。 

 

 続きまして、14ページをご覧ください。 
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 次に、E-ITにおける事業環境です。 

 

 日本国内の事業会社に対しては、設備投資、ＩＴ投資の増加につながることを期待しておりま
すが、消費増税の影響などで、依然慎重姿勢を崩さない企業もありますため、まだ大きな伸び
には至らない状況だと見ております。 

 

 業界別に見たＩＴに対する需要としては、例えば電力業界におけるスマートメーターや発送電
分離対応、グローバル製造業や流通業における海外拠点でのＩＴ投資、オンライン・トゥー・オ
フライン、いわゆるO２O、などが挙げられます。 

 

 一方、ＩＴ投資の絶対額が大きいテレコム業界においては、依然としてコスト削減要求が強く
、厳しい状況です。 

 

 S&Tについては、製品・サービス軸での説明となりますが、信頼性の高いネットワークやデー
タセンタに対する需要は、BCP対応を背景に引き続き堅調です。 

 

 当社としては、P&F、E-ITを含めた国内ビジネスを更に拡大していくためには、S&Tカンパニ
ーの事業活動が非常に重要だと考えております。 

 

 続きまして15ページをご覧ください。 
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 最後に、GBの事業環境についてご説明します。 

 

 当社の海外ビジネスの中で最も大きな売上をあげている北米地域については、引き続き堅
調なＩＴサービス市場の伸びを示しております。 

 

 また、欧州においては、ドイツとイギリスの市場が回復してきております。 

 

 一番下のソリューションズは、SAPビジネスの事業環境になりますが、高速データベースやビ
ジネスインテリジェンスなど、新しいソリューションによる市場拡大が期待できますので、これら
地域とソリューションの2つの軸で見て、欧米は引き続き有望な市場だと考えております。 

 

 一方、中国や東南アジアなどの新興国については、各国の事情や成長フェーズの違いによ
ってニーズは様々ではあり、詳細は後ほどご確認頂ければと思いますが、当社にとっては、中
長期的な成長の源泉と捉え、しっかりと市場に注目しながら事業活動を進めております。 

 

 続きまして、16ページをご覧ください。 
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 16ページと17ページでは、昨年10月以降の、当社の主な取り組みをご紹介しております。 

 

 当社グループでは、2016年3月期の「Global Top ５」と「EPS 200円」を目指して、中期経営計
画に取組んでおりますが、ここでご紹介しているものは、その中計の成果であるとご理解くだ
さい。 

 
  P&Fでは、「新規分野拡大・商品力強化」の成果として、ふたつのサービスを提供開始いた
しました。例えば1つめのサービスは、天気予報と観光地の案内情報を統合して提供するＷｅ
ｂサイトで、これを見た人は、24時間先までの天気予報と合わせて、その天気に適した観光ス
ポットがわかります。富士山の世界文化遺産登録による観光客増加を背景に、訪れた人達の
満足度を高めようと、山梨県と共同で開始したサービスで、今後は観光客の行動履歴データ
なども掛け合わせて、O２Oサービスやビッグデータビジネスに展開していきたいと考えていま
す。 
 
 E-ITでも、ビッグデータビジネスの分野で、サービス拡大を図っております。例えば、4つ目の
取組みは、すでに提供しているＴｗｉｔｔｅｒデータ提供サービスに関連して、データ分析と活用の
ためのサービスや研究活動を開始した、というものです。今後、ビッグデータを活用して、お客
様のコスト削減だけではなく、売上拡大に貢献できるサービスへと繋げていきたいと考えてい
ます。 
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 最後に、17ページで、S&TとGBでの取り組みをご紹介します。 
 
 S&Tにおいても、ビッグデータビジネスの拡大に向け、データ活用のコンサルティングサービ
スを開始しております。また、クラウドビジネスにおいては、クラウドブローカーサービスを立ち
上げました。 
企業で利用するクラウド環境は、多くの場合1つではなく、複数のクラウドを運用しております
が、この管理は非常に複雑で負荷の高い業務になります。クラウドブローカーサービスは、こ
ういったお客様の課題を解決するサービスですので、クラウドコンピューティングビジネスの市
場においても、優位性のあるサービスではないか、と考えています。 
 
 最後に、GBについては、2つのM&Aをご報告します。1つは、第2四半期決算の際に発表した
Everis社になりますが、1月下旬にクロージングを完了致しました。今後のスペイン、中南米で
のビジネス拡大に向けて、非常に重要な拠点になっていくと考えております。 
 
 また、北米ではOptimal 社を子会社化し、大企業向けのSAPビジネスにおけるケイパビリティ
を強化しました。中計でのひとつのターゲットである海外売上高3,500億円の到達はほぼ見え
ましたが、引き続きグローバルビジネスの拡大に対しては、積極的な取り組みを進めていきた
いと考えております。 
 
 以上で、私からの説明は終了いたします。 
 
 今年度の目標達成、そして2015年度の中計目標達成に向け、当社グループ一丸となって一
層努力してまいります。 
 
 ご静聴ありがとうございました。 
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（以降、説明省略） 
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